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要 旨・針葉が続く， その先制がタトイft1liと鋭く鈎形に rtllがる異常形態を示す 1 クローン (Cr-54) 長

花粉殺に用いて， Jじ市針葉をもっH主義~ 17 ク口一ンとの交配を行い， 次代の家fJU1'f iと羽れるが_r0災常

的の分間比を制ぺた。その村山 Cr-54 を花粉貌lζ}円いた今:交配家系で例外なく針葉異常が出現し

た。しかし， I"J じ除去 J の店刻家系および_lE~~tな創業をもっクローンとの交配ヨジ?とは針葉具店山は tJJ

Fはしなかった。 Cr-;，4 の日または他硝による家系からのみ特異的tごとの ß-f 主主只}f'j'古Jが出羽している

ことかりp この金卜立L異常JT;pcËは優性J宣伝子;て支配された形さあると考えられる c また ， Cr-6tl と 1]

誌をもっ除去比との安 Ilêで(土，多どの家系で針巨;月~lÏj と針葉呉市 fÚの分離が 3 1 Iζ 近 l 、比率で

観察さ ~'L f;こ c

めじlま

スギの特定)1三貨の遺伝およびb~~市 IYfの発現については?すでに多数の報行がある 1い 18) 、ス It"、の i;!] i!治時 l と

ζ れ与を標識遺伝子として利則し予あるいは，連鎖tn;;';:'6~1認す発脱する形廷について遺伝ずをあらいあけ，

るととは，育1賓の足踏研究として重要であり，また，できねる限り多くの形質(;こっしl 、て遺伝守解析を行う

クローンのスギの表現形質 Jと特)4~ な形態を示す日体や9そのため， 1966 年以来，必要があると Jfえるく

そのうら互に見らこ ζ 寸さ;土，1972 年かち交配式験lこ着手した。収集を行いp 材料の若花を:ト〉て，

れる一種の形態異常の遺伝についてまとまった知見を f-fJ.たので報合する、

このよ{l殺を進めるにあたり 2 試験材料の分Z哀をうけた静岡県材、業試験場，試験尖行およびと 17 まとめに

どjf，導ぞいただいた休業試験場造林部民戸川良子守博士，凹悶支場調苦言宗長l宇土j:è二y;助 l専十一，法体古11;宣伝育種

九州林二本;資産j語大庭干千八郎!寺ゴならびに元遺伝育粍第 2 引先 tLt本専一上?科;送伝子?碕苛\ 3 j，Jf究室J三勝川

J);\I皮市大宇教授!尚 Itγ子郎博士lこj芋くおネしを rl1し卜‘げる。

法料と百

.fì-~tだの先端が若r .éLqirt!スギ針葉のこの形態!N-'r引ふ {JU式したクロー γ(以]、 Cr 54 と llfぷ)に見られ，

査!.wがきわめて飼いため2 二対は全体として特異な形状をlこ対して外{![Il Iと特異的 lと鋭く山がり (Fig. 1) ヲ

不す (Fiι2ラ 3) ( 

その形質を{花との報告では I引と「針葉異常J と呼び，この特異形態に命名することはしばらく見送り

えた個体を「異常 I引と記すごとにする。

との Cr-54 (ま， 1967 作に静岡県休業試験場から分譲を受けた c とのなかの 1 個体が 1972 年IcMí:花を「

1974 年

造林一19 Silv�ulture-19 

さらに， 197:3今こにはこの団体!こジベレリン処尽を行い?

1977年 8 月 3 日受理
(1) 造林部

けたので花粉を採取し交配に使用した。
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Fig. 1 次校主軸の針葉形態

a 形態異常のm定 b 目正常長11主

V乱riant (a) and normal (b) ne巴d!es i立与year-old
lateral (primary) branches. 

Fig. 3 正常!J:'L(♀ )x異常明(色)の家系内 lとみられる
異常苗(a) と 1['，'市首î( b) の針葉

Variant (乱) and normal (b) needles in 2-year old 

S巴巴dlings iロ a crossed family betw即日 normal (♀) 

and variant (合).

るものを以り|添いた。

Tεrminal buds in a lateral 

(secondary) branch of a var山

iant. 

lと:rt粉を採取し人二「交~ï己与を行ったの年度

ごとの交配組み介わせは Table 1 ~こ示

すとおりで， äír，親の針葉はし吋";jT も正常

であった。なお， 1974 年には Cr-54 に

数閣の附花が者花したので内荊も行っ

ナザ
， ~O 

交配 lむ 1何年とも林業試験場構内情知i

と狭!1目的知I (浅jl!) で実施した c ~~í?tは

あらかじめ開花前lこ袋かけをしいて隔燃し

た。{也の花粉が飛散する I犯に袋かけをし

て隔離した雄花から採取した花粉を花粉

銃により開花期間中に 4 ，' 5!口|袋内に注

入!ノ fこの

lOJc] Iと成熟した球来を採取し，天日乾

燥後lと採種したの海子は不稔粒と店、われ

まきつけは，交配年の翌年にガラス室内 lこ置いたまきつけ箱にまきつけ 2 か丹後 lこ発見状況を間授し

ナこ。

交配家系における針葉形態についての正常前と呉?右前との、円l定は， まきつけた年の 12 )l lとIr司自の詞

ヲぎを行い，翌者床替;あ 5 月の開葉時lこ再び頂芽の形状調査を実施して最終判定とした。

異常)簡は、 まきつけ後 50~'60 日頃から識別可能の個体が現れるが， 当年生時には判定不可能のものも

多い。 i 記の最終判定で識5JI] された異常自のほとんどすべては花粉親と同様の針葉異常を示したが，少数
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は Yê品i の dl1がりだけを示し，集長は ìfriÿr; ，~;こ Jliい (1円らかに花粉規よりも i立しつ ものがあり， それらは

Cr 1 と Cr8 を art(親とずるう王妃家系のなかに認められた。
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lじそれぞれ 2 年斗マl'n与で全数 ，U!~査を i J った〕測定した古木:を正;吉田と異常wlこ群別し t-検定により生長

メニ絞を jf った
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Table 3. 正常 JW. スギCitHJ x 実 17;If~スギの交配による正常的および災情町の分自主

S官gregatio日 of normal and variant s巴edlings 且fter cross巴S
of Normal (female) x Vari乱nt (male) 
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Table 4. 交配家系別の工汗正fヒ.，常弓苅1 と異:常宅 I白と与1 の 2 年生一J正l正上

H王巴eight 0ばf 2-yea訂r-o叫ld一 seedlings with normal and variant needles 

木数
Number of 
seedlings 

交配布11.介せ交記 '1
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怒
証2u河
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日
制
九
日
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口
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斑

C1'-54 答。花 i分級王じた交配中11.みの、わせでの松↑|およびヲ[ンとし?iE'i? な去[";4どをもっ H クロ

六交問京;?_{';での !l{; と呉川 ]rl のうト均íiC))~i.~' そ Table 3 ;容を Table 2 1，こ 7J\ オハ

し，主をもっ一 l叩の ntHi内外く g0);~' 了がう干 l前し士三 'J Cr--54 を i~!)j~認に化 J 、た交Êi[~宗系で[ふ

!こ L8~- i'C] (i もつクローンとの交問日米系では， Table 1 Iと /J\寸!こぺナIIJ 'L-'"ν 来日 ωLl jr'!家系および i~ドヲ

ム
パN

市
引
い

ーした江〉はわれ '4 ボで，?こち\り93 ったく分しないロなお， Cτ-54 ú) 内

1 fI51i4:, ノペ'，r I'~.-!f-fTが :l であ〔

民'r;~ /ti~'とう〉けて Table 4 司\寸υCr-6:うそ IItj[J見とする交配7ア ，巾寸大
lL i:-i 2 イ IJIJI.'jQ) 的州そ交配家系ご

もノJ\ 主い l' 1972 "l交ど系， J'r'T の令数本一 j円いた前日の制度分行」ば家系を除くノ?ゲミミ3iろで土 J 咋

.L との r'I':j:!\=:O) ず了怠)アー

νコ i 、，;ちぷぐFig 4 (ごノ1; す

rω ì， Gj 千二fーとも日にぷ了L3.29 がされヨ1974 交配 !f?fは fろ， 1972 年交I'IG 1"'( � t ~ 11 , 44, 

に Pぐり 01γ、千な日日められ乙~

三壬
d IV 

Cr-しかも表がイ主-続変~)fkを示すことから，京l誌の)仰をがちゃとよって次代制的丸され，

のもつ判長異常は剖ム (1と支配された遺伝であると判jjL:できるむ

むな主i:点在もつJ除却のf] YII'i次系お d~ び他ω1['ぶ 7工会 I 支をもっクロ~/との交Î'~'，家系からは， !N 前が

分刻 Hトず， Cr-54 の仁I j!'i および l正常

との引 ~~l呉~立，優J門法Lー二 (iコ支持己によるものと 15 えられる n また) Cr--54 の白川家系で L正常詰がから，

/わら， Cr-54 の針葉異常についてはヘテロ{をつ分i縦した

{出立すれば，交同己反系における表現 /11'1] の JljJ1寺分間iの針 Jと5理常の?を羽が 1 ~品1の後 遺伝子によ与もの

安系のみでiLbのヨミ Jf~ のうロコfケ I
_C.'、〕なみはすである。しし，対ぎ{誌が I ;;L.' JUli、'f {[l'{!(

I こ )~ji v �" 

上じは 1 1 

l ヒはむしろ 3

しでは， B1く1文化や9 イと L] などによと) )I~. 'i;'~.1{lli H :Ullt. >;ヰノ)ì'じよP も巧えらえ L るが， fL!うjß.;iirr，1j\ ，"，[れる 1)町人i

それと:与えられる r王拠は見られなか τ たの現段 li[\ では， 3 1 の分間iられた初当￡私以 (Tablε わからは，

J'IT似J しやすいが，その~IEI~J :こは p 六ら l[. ~金代家系におけ ý)'比:主宣伝]ン「在日!己泣い了など咲;与え

，'ìlldとのト!療がど'， lJ}! こ一点/〉

':':J 0)分布はいすFig , 4) , ('1、able '1 、F 布。円ソぺ
ハパド， 1 小、にと t~\ぐ !x分して問先一 IJ ラ

t-検定口〕結果からもーのあ乙ことが明らかである c した立:山Ji 占の J7が大きくうもほ;ま lilにうj:{ií を /Jミ予ーが，

がって芦 との市jt'1 ü、了はさ対してマイオスの影ぎまを!っえることがオ 7 去、る ε

ナ'"可〉/.こ出に述則している日IJのゃある伝子i が必る。主の，111 がり L- ーの怖とは，

は îE. 止に i互い長さ;のもっている仰向、ーが il'， J1;~するととのふすさに述べたように， -~;\b の交閉じ家系

し力、も ~'A:);;!i!:!tljり三り

会 I をつける本主 !IH してい心~

の ð I 伝:卜り|シ止すれば白然界ピ多くじ)[附いれ rrイi してもよし、と }L~;lわれる。実際に， {j-t-~h\ 

校変りで ?!i 通の長さのP

ア+- ア
V_) i._: (/j 

ほか， Cτ54 三期似し i~:表瓜JI:;fIをす月11の体 Cr :1 5 が，

右ささノ Lているもなヰ

.).. 

/ 

Cr-54 の針縫異常に似たれ ~Jr三笠を /J'不寸f[.'\ :x, 7) ¥ rJ:HWJrFfl "秋山保@半fT!~tt; ，上び高知|尽から見つけられ，
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範聞に存在しているようである。しかし，これらが|司じ遺伝子によるものであるか否かは不明でありヲ後

日，検討を加えたいと考えている。
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Inheritance of a Morphological Anomaly in CryptQmeriαNeedle国

Hidco KIKUT 1 (1) 

Summ乱ry

Segreg旦tion of normal and v且riant seedlings was examined in the fami�es from 17 clones 

with normal needles as the fem呂le parents with one clone with variant needles as the polli匂

n迅tor. The variant foτm presented here can be described as the shorter needl巴s with distinじt

outward hooking 司t their tip. 

Variant se巴dlings were segre乞ated i日乱II of the famil iεs raised from cross日s between noでmal

ancl variant parents, but no v乱riants occurred in selfec1 families of normals or in cross-polliｭ

nat吋 families betwecn normaJs. Segr巴gation ratio w乱s near to the ratio of 3 (normal): 1 (varｭ

iant) in most of th巳 normal-v日 riant cross中ollinated fami日es ， and the ratio 1 1 was seldom 

realized in any o[ the famili田 It is therefore con五rm巴d that the variant form d鑚cribed here 

is inherited with a dominant gene , but the c1isagreement of 日egregation ratios indicate日 the

日xist巴nse of a moclii�r gene or som巴 other factors< 
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